
令和８年度鹿嶋市上水道転換支援事業助成金交付及び加入金減免要綱 

 

（趣旨） 

第１条　この要綱は，定期的な水質検査が必要な飲用井戸から安全・安心な上水道へ

の転換を図るため，飲用井戸から上水道に転換するための工事を行う者に対して，

当該工事の費用を助成し，かつ水道加入金の減免をすることにより，上水道の普及

を促進し，もって公衆衛生の向上に寄与することを目的とする「令和８年度鹿嶋市

上水道転換支援事業助成金（以下「助成金」という。）及び加入金減免」につき，

必要な事項を定めるものとする。なお，本助成金は，令和８年度茨城県上水道転換

支援事業に係る補助金交付要綱に基づき，予算の範囲で実施するものとする。 

(用語の定義) 

第２条 この要綱において用いる用語の定義は，次の各号に掲げるところによる。 

（１）飲用井戸等　鹿嶋市安全な飲料水の確保に関する条例（平成２６年条例第３号）

第２条第１項第５号において規定する飲用井戸等であって，実際に飲用に供して

いる井戸等，及び鹿嶋市安全な飲料水の確保に関する条例第２条第１項第２号に

おいて規定する小規模水道のうち，同号ウの定めによって小規模水道に該当する,  

実際に飲用に供している水道設備をいう。 

（２）上水道転換　飲用井戸等を利用する者が上水道に接続することをいう。 

（３）水道加入者　上水道転換をしようとする者をいう（居住目的のものに限る。） 

（４）工事費　鹿嶋市水道事業の管理する配水管への接続（宅内配管は除く。）に係 

る工事の費用をいう。 

（５）指定給水装置工事事業者　鹿嶋市水道事業管理者の権限を担う市長（以下「管

理者」という。）が水道法（昭和３２年法律第１７７号）第１６条の２第１項に

基づき指定した者をいう。 

（６）加入金　鹿嶋市水道事業給水条例（昭和５７年条例第７号。以下「条例」とい

う。）第３５条第１項及び第２項に定める加入金をいう。 

（助成金交付・加入金減免対象者） 

第３条　助成金の交付及び加入金減免の対象となる者は，次の各号のいずれにも該当

する者とする。 

（１) 指定給水装置工事事業者により飲用井戸等から上水道転換をする工事を行い，

上水道に新規加入する者 

（２）鹿嶋市に居住または転入予定であり，上水道を生活用水として使用する者 

（３）令和８年４月１日から令和９年２月１５日までの間に上水道転換に係る申請を

提出し，また工事が完了する者 

２　前項の規定にかかわらず，次の各号のいずれかに該当する者は助成金の交付及び

加入金減免の対象外とする。 

（１）既に敷地内に上水道の引込をしている者 



（２）市税及び国民健康保険税に未納がある者 

（助成金の交付対象事業等） 

第４条　助成金の交付の対象となる事業（以下「助成事業」という。）の対象事業，

助成金額，加入金の減免額，対象期間は，別表１のとおりとする。 

（助成金の交付申請） 

第５条　助成金の交付を受けようとする者（以下「申請者」という。）は，条例第６

条の規定による新設の申込と併せて，助成金交付申請書（様式第１号）を提出する

ものとする。 

２　前項の申請書は，鹿嶋市水道事業給水条例施行規程（昭和５７年水管規定第２号）

第３条第１項に定める給水装置工事申請書と同時または給水装置工事申請書提出の

後に提出するものとする。 

３　管理者は，第１項の申請書に必要と認める書類を添付さ suid せることができる。 

４　助成金交付申請書の申請期限は，令和９年１月６日とする。 

５　前項の規定にかかわらず，管理者が特に認めた場合は，当該申請を受理すること

ができる。 

（助成金の交付決定及び加入金の減免決定の通知） 

第６条　管理者は，助成金の交付決定及び加入金の減免決定を行った場合は，交付決

定通知書（様式第２号の１）にて通知するものとする。 

２　管理者は，助成金の交付及び加入金の減免の申請の却下を行った場合は，助成金

等交付申請却下通知書（様式第２号の２）にて通知するものとする。 

（加入金の減免） 

第７条　前条第１項による加入金の減免交付決定通知書を受けた者は，別表１のとお

り加入金を減額することとする。 

２　前条第２項による助成金等交付申請却下通知書を受けた者で水道加入を希望する

者は，速やかに加入金を全額納付することとする。 

（申請の取下げの期日） 

第８条　申請者は，第６条第１項の交付の決定の通知を受けた日から起算して２０日

を経過した日までに助成金交付申請書を取り下げることができる。 

２　前項の規定に基づき，助成金交付申請書の取下げがあったときは，当該申請に係

る助成金の交付及び加入金の減免の決定は，なかったものとみなす。 

（助成事業の計画変更） 

第９条　申請者は，助成金交付申請書の内容を変更しようとするときは，遅滞なく助

成事業等計画変更申請書（様式第３号）を市長に提出し，その承認を受けなければ

ならない。ただし，軽微な変更については，文書によらないことができる。 

２　管理者は，前項の変更申請を承認をしたときは，助成事業等計画変更承認通知書

（様式第４号）により，当該申請者に通知するものとする。 

 



（助成事業の中止等） 

第１０条　申請者は，助成事業を中止又は廃止するときは，助成事業中止（廃止）届

出書（様式第５号）を管理者に提出し，その承認を受けなければならない。 

２　管理者は，前項の中止又は廃止の届出を承認したときは，助成事業中止（廃止）

承認通知書（様式第６号）により当該届出者に通知するものとする。 

３　助成金の交付の決定を受けた者は，助成事業が予定の期間内に完了しないとき，

又はその執行が困難になったときは，速やかに書面により管理者に報告し，その指

示を受けなければならない。 

　（助成金交付決定の取消し） 

第１１条　管理者は，次の各号のいずれかに該当するときは，助成金の交付の決定を

取り消すことができる。 

(１) 助成金の交付の決定の内容又はこれに付した条件その他法令等又は管理者の

命令若しくは指示に違反したとき。 

(２) 虚偽その他不正な手段により助成金の交付を受けたとき。 

(３) 前各号に掲げる場合のほか，管理者が特に必要があると認めたとき。 

２　管理者は，前項の規定により助成金の交付を取り消したときは，助成金交付決定

取消通知書（様式第７号）により当該申請者に通知するものとする。 

３　管理者は，第１項の規定により交付の決定を取り消したときは，必要に応じて助

成金返還通知書及び加入金請求書（様式第８号）により申請者に助成金の返還及び

加入金減免額の請求をするものとする。 

　（実績報告） 

第１２条　助成金の交付の決定を受けた者は，当該工事が完了した際は速やかに実績

報告書（様式第９号）を管理者に提出するものとする。 

２　管理者は，前項の申請書に必要と認める書類を添付させることができる。 

３　実績報告書は，助成事業が完了した日から起算して３０日を経過した日又は令和

９年２月１５日のいずれか早い日までに管理者に提出しなければならない。 

４　前項の規定にかかわらず，管理者が特に認めた場合は当該実績報告を受理するこ

とができる。 

　（助成金の額の確定通知） 

第１３条　管理者は，実績報告書及び関係書類が提出されたときは，その内容を審査

し，助成事業等成果調書を作成のうえ，適当と認めたときは交付すべき助成金等の

額を確定し，助成金確定通知書（様式第１０号）により当該申請者に通知するもの

とする。 

（助成金の請求） 

第１４条　助成金の交付は，助成金の交付を受ける者が指定する金融機関の預金口座

に振り込むことにより行うものとする。 

２　助成金交付申請時に既に加入金を支払っていた場合は，前項と合わせて同口座に



返還を行うものとする。 

３　申請者は，第１項の規定に基づき助成金交付の請求をしようとするときは，助成

金交付請求書（様式第１１号の１）にて管理者に請求するものとする。ただし，前

項の加入金返還が生じる者においては，助成金交付請求書（様式第１１号の２）に

て管理者に請求するものとする。 

（状況報告及び調査等への協力）　 

第１５条　助成金の交付の決定を受けた者は，管理者が助成事業に関して報告を求め

たとき，又は帳簿書類その他物件の調査をするときは，積極的に協力しなければな

らない。 

（実績内容等の公開） 

第１６条　管理者は，助成事業の実績内容等を年度終了後２か月を経過した日から公

開することができるものとする｡ 

 

附　則　 

この告示は，令和８年１０月５日から施行し，令和８年４月１日から適用する。 



別表１（第３条関係） 

　備考　助成額に１，０００円未満の端数が生じたときは，これを切り捨てるものと

する。 

　　　　

 
助成対象事業 助成金額 加入金の減免額 助成期間

 鹿嶋市が保有する

配水管への接続に

係る工事 

 

ただし宅内配管部

分は除く。

転換１件につき３

万円とする。 

 

上水道転換１件に

つき３万円 

 

ただし，当該加入

金が３万円未満の

場合は当該加入金

の全額とする。 

令和８年４月１日

から令和９年２月

２８日まで。


